
���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�������������������������������� �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

																















































































�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


















第
４３
回
文
学
部
公
開
講
座

「
メ
デ
ィ
ア
の
過
去
・
現
在

・
未
来
」
が
１０
月
２４
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
、
７３
人
が
聴
講
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
新
聞
、

雑
誌
、本
、テ
レ
ビ
…
。

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア

の
社
会
的
役
割
や
可
能

性
を
４
人
の
講

師
が
探
っ
た
。

日
本
近
代
史

が
専
門
の
大
谷

正
法
学
部
教
授

は
「
日
本
新
聞

事
始
め
―
『
新

聞
』
と
い
う
器

の
誕
生
―
」
と

題
し
て
講
演
。
明
治
初

年
、
西
欧
起
源
の
「
新

聞
」
の
成
り
立
ち
や
新

聞
が
日
本
社
会
に
根
付

く
ま
で
を
解
説
し
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論

の
山
田
健
太
准
教
授
の

テ
ー
マ
は
「
問
わ
れ
る

メ
デ
ィ
ア
の
公

共
性
―
テ
レ
ビ

・
新
聞
・
雑
誌

の
新
し
い
カ
タ
チ
を
探
る

―
」
。
新
聞
離
れ
、
雑
誌
離

れ
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
日

け

う

本
は
世
界
で
も
稀
有
な
マ
ス

・
メ
デ
ィ
ア
社
会
で
、
制
度

的
に
も
支
え
ら
れ
て
お
り
社

会
的
役
割
は
大
き
い
。
公
共

的
な
存
在
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
側
の
不

断
の
努
力
と
同
時
に
、
我
々

が
監
視
す
る
力
を
も
た
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
語
っ
た
。

ほ
か
の
講
演
は
以
下
の
と

お
り
。

▽
メ
デ
ィ
ア
の
掟
―
ケ
ー

タ
イ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

規
範
形
成
―
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
論
・
秋
吉
美
都
准
教

授
▽
図
書
館
は
ど
こ
へ
向
か

う
の
か
―
メ
デ
ィ
ア
の
多
様

化
と
情
報
化
の
時
代
を
む
か

え
て
―
図
書
館
情
報
学
・
野

口
武
悟
准
教
授

理
事
長

日
髙

義
博（
再
）

理
事

日
髙

義
博

〔
専
修
大
学
長
〕

理
事

坂
田

隆

〔
石
巻
専
修
大
学
長
〕

理
事

新
家

憲

〔
専
修
大
学
北
海

道
短
期
大
学
長
〕

理
事
（
専
務
）

富
山

尚
德（
再
）

〔
総
務
担
当
〕

理
事
（
常
務
）

佐
藤

猛（
再
）

〔
財
務
、体
育
担
当
〕

理
事
（
常
務
）

田
中

實（
再
）

〔
専
門
職
大
学
院
、

学
生
生
活
、就
職
、

校
友
・
育
友
担
当
〕

理
事
（
常
務
）

松
木

健
一（
再
）

〔
学
務
担
当
〕

理
事
（
常
務
）

湯
浅

敏
明（
再
）

〔
北
海
道
短
期
大

学
、
企
画
担
当
〕

（
常
務
理
事
と
し
て
は
新
任
）

理
事
（
常
務
）

今
野

健
吾（
新
）

〔
石
巻
専
修
大
学
、

情
報
シ
ス
テ
ム
担

当
、
総
務
担
当
補

佐
〕

理
事

波
岡

實（
再
）

理
事

岡
村

誠
男（
再
）

理
事

小
豆
畑

孝（
再
）

理
事

宮
岡

孝
之（
再
）

理
事

甘
竹

秀
雄（
再
）

理
事

桃
野

直
樹（
再
）

理
事

室
井

義
雄（
再
）

〔
経
済
学
部
長
〕

理
事

矢
野

建
一（
再
）

〔
文
学
部
長
〕

理
事

荒
木

敏
夫（
再
）

〔
副
学
長
〕

理
事

瓶
子

長
幸（
再
）

〔
経
営
学
部
長
〕

理
事

坂
本

武
憲（
再
）

〔
法
学
部
長
〕

理
事

内
野

明（
再
）

〔
商
学
部
長
〕

理
事

伊
東

洋
三（
再
）

〔
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
長
〕

理
事

市
川

辰
雄（
新
）

〔
学
務
担
当
補
佐
〕

理
事

西
島

篤
師（
新
）

監
事
（
常
勤
）

白
根

修（
再
）

監
事

小
宮
多
喜
次（
再
）

監
事

吉
田

元
亮（
新
）

顧
問

三
島

英
雄（
新
）

顧
問

大
場

徳
敬（
新
）

学
校
法
人
専
修
大
学
の
役
員
の
選
任
は
、
寄
附
行
為
第

８
条
第
１
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
、第
１
号（
総
長
）

は
空
席
、同
第
２
号
の
専
修
大
学
長
、石
巻
専
修
大
学
長
、

専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
長
は
任
期
中
の
た
め
、
今
回

は
改
選
の
対
象
と
な
ら
な
い
。

改
選
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
同
第
３
号
（
評
議
員
の

う
ち
か
ら
評
議
員
会
に
お
い
て
選
任
）と
、
同
第
４
号（
学

識
経
験
者
と
し
て
理
事
会
に
お
い
て
選
任
）
に
定
め
る
理

事
及
び
第
９
条
の
監
事
（
評
議
員
会
に
お
い
て
候
補
者
を

選
出
し
、
理
事
長
が
選
任
）
で
新
理
事
が
３
人
、
新
監
事

が
１
人
。
任
期
は
い
ず
れ
も
１１
月
３
日
か
ら
３
年
間
。

今
野

健
吾
氏
（
こ
ん
の

・
け
ん
ご
）

本
学
法
学
部
卒
業
。
総
務

部
長
兼
校
友
育
友
事
務
部
長

な
ど
を
歴
任
。
㈻
専
修
大
学

評
議
員
。
㈻
松
戸
高
校
理
事

・
評
議
員
、
㈻
北
上
学
園
理

事
・
評
議
員
。
５７
歳
。

市
川

辰
雄
氏
（
い
ち
か

わ
・
た
つ
お
）

本
学
法
学
部
卒
業
。
教
務

部
長
兼
二
部
事
務
部
長
。
㈻

専
修
大
学
評
議
員
。
㈻
玉
名

学
園
評
議
員
。
５７
歳
。

西
島

篤
師
氏
（
に
し
じ

ま
・
と
く
し
）

本
学
経
済
学
部
卒
業
。
西

島
㈱
代
表
取
締
役
社
長
。
㈻

専
修
大
学
評
議
員
。
５８
歳
。

吉
田

元
亮
氏
（
よ
し
だ

・
も
と
す
け
）

本
学
商
経
学
部
卒
業
。
公

認
会
計
士
吉
田
元
亮
事
務

所
。
７４
歳
。

創立記念日の９月１６日に読売新聞、

朝日新聞、毎日新聞、産経新聞に全面

広告「１３０年前、彼らが夢見た未来は、

どんな未来だったのだろう。」を掲載

しました。この広告は『月刊ブレーン

１２月号』（１０月３１日発売）で編集部が

選ぶ優れた新聞広告作品として掲載さ

れています。また、読売ＡＤリポート

ojo（オッホ）Ｗeb 版の「Conusumer's

ojo」において、読者モニターが選ん

だ広告としても掲載されています。

http://adv.yomiuri.co.jp/consumer

／２００９０９／０１６．html

（本学ホームページにも掲載）

「
古
代
東
ア
ジ
ア
世
界
と
日

本
・
中
国
」
を
共
通
テ
ー
マ
に

９
月
か
ら
１０
月
に
か
け
て
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
延
べ

２
２
０
０
人
が
受
講
し
た
。

今
年
は
、
日
本
・
中
国
と
い

う
２
つ
の
古
代
国
家
の
起
源
を

探
り
、
現
代
東
ア
ジ
ア
の
中
心

を
成
す
日
本
と
、
急
速
に
変
貌

を
と
げ
つ
つ
あ
る
超
大
国
・
中

国
と
の
関
係
を
掘
り
下
げ
、
６

人
の
講
師
が
専
門
分
野
の
見
地

か
ら
検
証
し
た
。
講
演
者
・
テ

ー
マ
は
次
の
と
お
り
。

▼
９
／
２６
∥
矢
野
建
一
文
学

部
長
「
天
岩
戸
神
話
と
遺
隨

使
」
∥
写
真
、
土
生
田
純
之
文

学
部
教
授
「
終
末
期
古
墳
と
律

令
社
会
」。

▼
１０
／
１０
∥
飯
尾
秀
幸
文
学

部
教
授
「
中
国
古
代
に
お
け
る

城
郭
都
市
の
起
源
と
展
開
」
、

皆
川
雅
樹
専
修
大
学
附
属
高
校

教
諭
「
舶
来
ブ
ラ
ン
ド
品
か
ら

見
た
日
本
と
東
ア
ジ
ア
世
界
」

▼
１０
／
２４
∥
松
原
朗
文
学
部

教
授
「
烽
火
連
３
月
―
戦
乱
と

長
安
の
詩
人
た
ち
―
」
、
荒
木

敏
夫
副
学
長
「
桓
武
天
皇
と
遺

隨
使
」

【経営研究所・経営学部 地域と大学を結ぶセミナー】

▽日時＝１２月１０日（木）、１７時～１９時（予定）▽講師・テー

マ＝小林豊氏（昭４９経営・テレビ静岡代表取締役社長、

元フジテレビジョン取締役）「テレビ生活４０年」▽場所

＝サテライトキャンパス▽経営学部☎０４４（９１１）１２５６

【社会関係資本研究センターシンポジウム】

▽日時＝１２月１９日（土）、１０時～１７時５５分▽テーマ「社

会関係資本の多様な構築―東アジアの持続的発展に向け

て―」基調講演３本とパネルディスカッション▽場所＝

神田キャンパス７３１号教室▽社会知性開発研究センタ

ー事務課☎０４４（９１１）１３４７

【２００９多摩区３大学コンサートのお知らせ】

▽日時＝１２月１２日（土）、１３時３０分～１６時１５分▽本学か

ら三曲研究会が出演し「晩秋三景」、「ルパン三世など」

を演奏▽場所＝多摩市民館大ホール▽当日先着８００人

人
文
科
学
研
究
所
（
内
藤

雅
雄
所
長
）
の
創
立
４０
周
年

を
記
念
す
る
公
開
講
座
「
旅

―
人
は
ど
ん
な
旅
を
し
て
き

た
か
―
」
の
第
６
回
講
座
が

１０
月
２４
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
、
１
０
０
人
が

聴
講
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
松
本

清
張
と
旅
の
魅
力
」
で
、
講

師
は
権
田
萬
治
元
専
修
大
学

文
学
部
教
授
∥
写
真
∥
（
文

芸
評
論
家
、
ミ
ス
テ
リ
ー
文

学
資
料
館
館
長
）。

本
年
は
清
張
生
誕
１
０
０

年
。『
点
と
線
』『
ゼ
ロ
の
焦

点
』
『
砂
の
器
』
な
ど
「
社

会
派
推
理
小
説
」
の
ジ
ャ
ン

ル
を
生
み
、
社
会
の
底
辺
で

生
き
る
人
々
に
目
を
向
け
、

深
い
洞
察
と
透
徹
し
た
ま
な

ざ
し
で
人
間
と
社
会
の
不
条

理
を
描
い
た
作
品
の
数
々
は

今
も
た
く
さ
ん
の
フ
ァ
ン
を

持
つ
。

権
田
元
教
授
は
、
清
張
独

自
の
旅
の
姿
を
紹
介
。

貧
し
い
家
に
生
ま
れ
た
清

張
に
と
っ
て
旅
は
な
か
な
か

実
現
で
き
な
い
夢
で
、
地
図

や
時
刻
表
か
ら
そ
の
地
方
の

具
体
的
な
映
像
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
て�
旅
�し
て
き
た
。

そ
の
体
験
か
ら
、
ス
ト
ー
リ

ー
に
風
景
描
写
を
生
か
す
手

法
や
ア
リ
バ
イ
崩
し
に
時
刻

表
を
濃
密
に
使
う
な
ど
、
旅

を
小
説
に
巧
み
に
取
り
入
れ

た
。綿

密
な
調
査
と
取
材
に
よ

り
小
説
を
仕
上
げ
る
手
法
は

一
貫
し
て
い
る
。「
旅
は
清
張

の
最
も
基
本
と
な
る
小
説
の

方
法
だ
っ
た
」
と
、
具
体
的

な
作
品
を
挙
げ
解
説
し
た
。

（
９
月
３０
日
付
）

夷
谷
廣
政
商
学
部
教
授

３４
年
６
カ
月
在
職

今
年
は
永
井
荷
風
没
後
５０
年

・
生
誕
１
３
０
年
に
当
た
る
。

荷
風
ほ
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
愛
さ

れ
て
い
る
作
家
は
い
な
い
と
い

わ
れ
る
。
そ
れ
は
彼
の
人
生
そ

の
も
の
、
経
歴
の
多
彩
さ
に
よ

る
と
編
著
者
は
い
う
。

本
書
は
荷
風
の
姿
を
生
活
者

・
探
検
家
・
文
学
者
・
抵
抗
者

・
耽
美
家
・
戯
作
者
の
６
分
野

か
ら
考
察
。
高
橋
勇
夫
、
川
本

三
郎
、
半
藤
一
利
ら
、
と
こ
ろ

を
得
た
筆
者
を
揃
え
て
「
反
近

代
」
「
同
時
代
へ
の
抵
抗
」
「
江

戸
趣
味
と
女
性
遍
歴
」
な
ど
を

解
き
明
か
し
て
い
る
。

最
終
章
は
編
著
者
の
担
当
で

荷
風
の
傑
作
と
さ
れ
る
「
四
畳

半
襖
の
下
張
」
原
文
と
注
釈
・

解
説
、
さ
ら
に
「
わ
い
せ
つ
文

書
」
公
判
で
特
別
弁
護
人
と
し

て
被
告
無
罪
を
主
張
し
た
最
終

弁
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
ぎ
ょ
う
せ
い
・
本
体
２
８
５

７
円
＋
税
）

編
著
者
（
つ
げ
・
て
る
ひ

こ
）
∥
名
誉
教
授

大
学
経
営
に
つ
い
て
論
じ
る

場
合
、
一
般
企
業
の
常
識
が
通

じ
な
い
こ
と
が
多
い
。
お
そ
ら

く
大
学
が
扱
う
教
育
や
研
究

は
、
一
般
企
業
が
生
み
出
す
財

や
サ
ー
ビ
ス
と
ま
っ
た
く
違
っ

た
性
格
を
持
つ
と
思
わ
れ
て
い

る
た
め
で
あ
ろ
う
。

だ
が
大
学
で
さ
え
、
一
般
企

業
と
同
様
に
経
営
が
行
き
詰
ま

れ
ば
、
最
終
的
に
破
綻
と
い
う

悲
劇
的
な
結
果
を
迎
え
ざ
る
を

得
な
く
な
る
。
そ
れ
を
回
避
す

る
に
は
、
経
営
の
基
本
に
忠
実

な
運
営
を
展
開
す
る
必
要
が
あ

る
。そ

の
た
め
に
は
多
く
の
関
係

者
た
ち
に
、
経
営
内
容
を
伝
え

る
決
算
書
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
の
が
一
番
の
良
薬
で
あ

る
。
本
書
で
は
そ
う
し
た
意
識

か
ら
決
算
書
の
特
徴
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
大
学
が
本
来
の

機
能
を
効
率
的
に
果
た
す
た
め

の
財
務
分
析
も
試
み
て
い
る
。

（
八
千
代
出
版
・
本
体
２
２
０

０
円
＋
税
）

著
者
（
こ
ふ
じ
・
や
す
お
）

∥
商
学
部
教
授
、
担
当
は
金
融

論
、
金
融
シ
ス
テ
ム
。

心
理
療
法
は
、
２
０
０
種
類

以
上
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
す
べ
て
の
ク
ラ
イ
エ
ン
ト

に
適
用
さ
れ
、
適
合
す
る
よ
う

な
完
全
な
る
療
法
は
残
念
な
が

ら
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
心
理
療
法
家
や
専
門
家
は

新
た
な
技
法
を
取
り
入
れ
よ
う

と
試
み
て
い
る
。

本
書
は
、
１５
人
の
専
門
家
が

セ
ラ
ピ
ー
で
工
夫
し
て
い
る
点

を
紹
介
し
て
い
る
。
第
１
章
「
精

神
分
析
的
心
理
療
法
」
を
担
当

し
た
乾
教
授
は
４０
年
に
及
ぶ
経

験
か
ら
、
「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ー

（
相
談
者
）と
し
て
対
応
」、「
曖

昧
さ
を
受
け
入
れ
る
」
と
い
っ

た
心
構
え
を
記
し
て
い
る
。
後

進
の
能
力
向
上
と
と
も
に
、
心

理
療
法
の
評
価
・
本
質
・
統
合

な
ど
を
吟
味
す
る
１
冊
と
な
ろ

う
。
（
金
剛
出
版
・
本
体
３
４

０
０
円
＋
税
）

編
著
者
（
い
ぬ
い
・
よ
し
す
け
）

∥
文
学
部
教
授
。臨
床
心
理
士
。

主
な
担
当
は
臨
床
心
理
学
。

学

校

法

人

専

修

大

学

役

員

改

選

大
学
経
営
の

本
質
と
財
務
分
析

秋吉美都准教授

小
藤

康
夫
著

文学部公開講座

大谷正教授山田健太准教授

旅
が
色
濃
く
作
品
に

（
再
∥
再
任
／
敬
称
略
）

権
田
元
教
授
、松
本
清
張
を
解
説

心
理
療
法
が
う
ま
く

い
く
た
め
の
工
夫

人
文
研
公
開
講
座

野口武悟准教授

乾

吉
佑
ほ
か
編
著

２
２
０
０
人
が
受
講�古代日本と東アジア�に高い関心

市川 辰雄氏

吉田 元亮氏

今野 健吾氏

西島 篤師氏

永
井
荷
風

仮
面
と
実
像

柘
植

光
彦
編
著

依

願

退

職

（２）２００９年（平成２１年）１１月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４７０号


